




































Ⅰ緒言

　本研究の推進母体として昭和 49年度当初に,保健所長・母性保護医協会員・

県衛生部保健予防課並びに県立中央病院小児科・産科などから成る「茨城県心

身障害児研究班」を発足させたが,本年度研究事業をすすめるに当っては,ひき

つづきこの研究班員に周産期異常に関する幾つかの分担研究を委託するととも

に,班全員によって主研究主題である「母子保健管理システム」の確立に取り

くむ姿勢を整えた。前年度研究によって 3 つの保健所管内 16 市町村について

情報交換がほぼ出来る段階に達したので,本年度はネットワークの完成,周産期

情報の内容検討をおこなうと同時に,新たに県庁所在地水戸市を中心とする水

戸保健所を加えて,より広域にわたる研究を展開した。


